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研究成果の概要（和文）：本研究は、2011 年度に実施した小・中学校教師を対象とした質問紙

調査とインタビュー調査の結果にもとづき、教師の成長のあり方を考察することを目的とした

ものである。その調査研究の結果、教職を目指す者は、被教育体験期において世代や地域に関

係なく類似した経験をし、教師になっていくことがわかった。また、教師にとっては、子ども

や同僚との日常的な交流経験が、教師としての自らの成長にとって有益なものとなっているこ

とが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to analyze teachers’ growth based 
on the data of quantitative investigations and interview data of primary school and junior 
high school teachers in 2011. 
  From this survey, some important findings were drawn. The people who have an ambition 
to be a teacher become a teacher with similar experience on childhood. Also daily 
communication with pupils and colleagues are very important for teachers’ growth. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

2011 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2012 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

総 計 4,900,000 1,470,000 6,370,000 

 

 

研究分野：教育社会学 

科研費の分科・細目：教育学・教育社会学 

キーワード：コーホート、ライフコース、教師、教員養成、力量形成 

 
１． 研究開始当初の背景 
教師の力量形成に関する研究は、教育社会

学の領域では職業的社会化研究として、また、
教育経営学の領域で職能発達研究として主
になされてきた。しかしながら、それらの研
究に共通する課題として、①各々の研究領域
が就職前と就職後に分けられており、両方を
連続的に捉えられていないこと、②志向する
教師の成長モデルが系統的・段階的に向上し
ていくモデルのため、教師の力量形成の多様
性が捉えられないこと、③様々の教育課題

（校内暴力、いじめ、学級崩壊、不登校など）
や教育改革によって、教師にこれまで求めら
れてきた資質・力量が変容してきているにも
かかわらず、時代・社会の観点が欠如してい
ることがあげられる。 
本研究は、従来の教師の力量形成に関する

研究が有する、就職前と就職後の連続性、教
師の多様性、歴史性といった視点の欠如を克
服するために登場した、教師のライフヒスト
リー研究とライフコース研究の延長上にあ
り、特に後者の文脈上にある。 
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 小・中学校教師を対象としたライフコース
研究としては、山﨑準二による５回にわたる
継続研究（「教師の力量形成に関する調査研
究(Ⅴ)」『静岡大学教育学部研究報告 人文・
社会科学篇』第 56 号、2006 など）があり、
これまでにコーホート（同じ年度に大学を卒
業した集団）効果、加齢効果、時代効果の観
点から、力量形成上の転機などが報告されて
いる。本研究は、山﨑のその継続調査研究を
引き継いだ第６回目の継続研究にあたる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、小・中学校教師を対象とした、

1984 年から５年ごとに実施されている教師
の力量形成に関する第６回継続調査研究で
ある。わが国の教師たちの力量形成を、＜教
職選択の時期と要因＞＜新任期の実態と教
職アイデンティティの確立＞＜教師として
の転機を生み出す契機＞＜教育実践の質的
向上＞＜生活実態＞＜教職意識＞といった
観点から総合的・実証的に捉え、コーホート
効果、加齢効果、時代効果の観点から、力量
形成のあり方の変容を考察することを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
(1)質問紙調査 

2011 年度に、関西・中部・関東地方
の各一県、合計三県（過去に山﨑が調
査した県を含む）の公立小・中学校を
ランダムサンプリングした後、各学校
に学校調査シート（1 部）と教師用調
査票（概数）を郵送法で配布し、調査
を実施した学校は調査シートと、回収
できた調査票をセットにして学校単位
で返送するように依頼した。 

調査の概要は表 1 の通りである。 
 

表１ 調査の概要 

 
(2)インタビュー調査 
教師を 22-25 歳、26-30 歳、31-35 歳、36-40

歳、41-45 歳、46-50 歳、51-55 歳、56-60 歳
のカテゴリーに分類し、2011 年度に質問紙調
査を実施した一県の公立小・中学校教師の男
女 1名ずつにライフヒストリー・インタビュ
ーを行い、合計 32 名{小学校教師 16 名（男
性 8名 女性 8 名）中学校教師 16 名（男性 8
名 女性 8名）}のデータを収集した。 

 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
①教師の成長の地域的特性 
質問紙調査の結果に基づいて、教師の成長

とその契機を世代別に地域比較を行い、彼ら
の成長のあり方の共通性と差異性について
考察した。 
その結果、以下のことが明らかになった。

教職を目指す者は、被教育体験期において世
代や地域に関係なく類似した経験をし、教師
になっていく。さらに、入職後のプライベー
トな経験や、子ども・同僚・学外での重要な
他者との日常的なインフォーマルな交流経
験においては、教師の成長に与える影響に共
通性がある。どの地域でも教師は同じように
成長していると言える。 
一方、大学時代の学習経験、入職後の職位

の変化、様々の研究・研修、社会的活動の影
響力が、地域によってやや異なっている。各
大学の教員養成のあり方や学生文化、各教育
委員会の方針、現職教育システム、教育課題、
教師文化などの違いが影響を与えていると
推察される。 
 
②教師の成長の現代的特性 
質問紙調査の結果に基づいて、ライフコー

スの観点から彼らの被教育体験期の経験の
現代的特性を究明した。 
その結果、以下のことが明らかになった。 

第一は、教職志望時期については、小学校教
師は小学校の頃を、中学校教師は中学校の頃
を指摘する者が多かったことである。第二は、
教職選択の契機については、小・中学校教師
ともに、被教育体験期に出会った教師、親や
身内、教育実習の影響が強いことである。特
に世代が若い者たちにおいては、出会った教
師を指摘する割合が高い。第三は、教職活動
を進めていく上での大学時代までの有意義
な経験については、小・中学校教師ともに、
教師や友人との交流、大学時代に学校現
場で直接子どもと接した経験があげら
れることである。なお、大学での養成教
育期間においては、インフォーマルな経験だ
けでなく、フォーマルな大学教育経験が、入
職後の教師の実践を支える重要な要素とな
ってきていることがわかった。 
 
③管理職としての教職アイデンティティ形
成プロセス 
4 名の小学校校長のライフヒストリーをも

とに、一般教諭から管理職への移行を考察す
ることを通して、管理職としての教職アイデ
ンティティ形成プロセスを究明した。 
研究の結果、以下のことが明らかになった。 

第一に、一般教諭から教頭への移行期は、一
般教諭との関係性の編み直しを必要とする

 
配布校数

1) 回収校数 回収票数 回収校率
回収校内の

回収票率2)

小学校 Ａ県 205校 50校 625票 24.4% 54.0%

Ｂ県 134校 30校 493票 22.4% 64.0%
Ｃ県 159校 35校 345票 22.0% 41.4%
合計 498校 115校 1463票 23.1% 53.3%

中学校 Ａ県 104校 22校 298票 21.2% 41.2%
Ｂ県 74校 26校 419票 35.1% 65.8%
Ｃ県 83校 14校 182票 16.9% 51.2%
合計 261校 62校 899票 23.7% 51.9%
総合計 759校 177校 2362票 23.3% 52.7%

注1）調査時期：A、B県2011年7月-10月,C県2011年12月-2012年2月

注2）学校調査シートにより教員数が把握できた回収校の回収票数を、その教員数で割った割合。



ため、教職アイデンティティが揺さぶられる
危機的な時期として捉えられる。その時期を
うまく乗り超えていくことが、管理職として
の新たな教職アイデンティティを形成して
いくにあたって必要である。第二に、教頭か
ら校長への職位の変化における教職アイデ
ンティティの揺らぎは、一般教諭とのコミュ
ニケーション機会の減少や、最終決定責任者
としての重圧に起因することがある。 
以上のことから、教頭と校長では異なる課

題があり、それらを克服していくことが、彼
らの新たな教職アイデンティティ形成にあ
たって重要である。 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
 教師のライフコース研究は日本で独自の
発展を遂げてきた分野である。本研究から得
られた成果は、国内外の教師の力量形成に関
する研究領域における、ライフコースの観点
に基づいた、現代日本の教師の力量形成のあ
り方についての最新知見として位置づけら
れる。 
 特に、本研究は、山﨑による継続調査研究
であるので、過去の結果と今回得られた調査
結果を比較することによって、教師の力量形
成のあり方や教師文化の変容を捉えること
ができた。また、教師の力量形成について地
域比較を行い、これまでの教師のライフコー
ス研究では明らかにされていない、教師の力
量形成における地域による特性と、それを超
えた共通性を明らかにした。 
 さらに、一般教諭から管理職への移行につ
いても新たな知見を付け加えることができ
た。これまでの研究では、その移行に関して
は、管理職には一般教諭とは異なる力量が求
められるとともに、彼らは教育実践家からの
離脱していき、管理職として新たな教職アイ
デンティティを構築していくことが指摘さ
れているのみであった。だが、本研究からは、
教師はこれまでに指摘されていること以外
にもいくつかの困難や葛藤を経験しつつ、管
理職としての教職アイデンティティの構築
をしていることが明らかになった。 
 以上のことから、教師研究に上述の新たな
知見とともに、今後の教師の力量形成研究に
関する検討課題も提示することができた。ま
た、現行の教員養成や現職教育政策の現状を
明らかにしたので、今後の教師教育政策のあ
り方にインパクトを与えうる基礎的なデー
タを提示することができた。 
 
(3)今後の展望 
 第一は、本研究の調査データをもとに、さ
らなる分析を行うことである。例えば、教師
の初任期以降の力量形成のあり方の世代間
比較を行ったり、各学校の特徴と教師の力量

形成との関連を考察したりすることが求め
られる。これらの研究を行うことによって、
わが国の教師の力量形成のあり方について、
さらなる詳細な知見を提供することができ
る。 
第二は、本研究の継続研究を行うことであ

る。その調査を実施すると、教師の力量形成
に関する約 30 年間に及ぶデータを蓄積する
ことができる。そのことにより、時代効果、
コーホート効果、加齢効果といったライフコ
ースの観点を有効に活用しつつ、教師の力量
形成について考察することができる。 
 第三は、本研究の調査内容をもとに、海外
の教師を対象に調査を実施することである。
それにより、わが国の教師の力量形成に関す
る知見と海外のものを比較することができ
る。そのことから、わが国の教師の力量形成
の特徴を明らかにできるとともに、国を超え
た共通性を解明することができる。 
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